
自然ゆたかなまち

南三陸町

南三陸町産業振興課



南三陸町は東北地方の宮城県北部にある小さな
まちで、海・山・川の大自然に囲まれています。
まちの人々も賑やかで、その故郷には、山の幸
や海の幸といった自然の恵みがあふれています。

南三陸町の特徴
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春にはきれいな桜が咲き
夏には大きな花火が輝き
秋には木の葉が山を彩り
冬には町が真っ白になる

南三陸町は自然豊かな
すてきなまちでした
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2011.3.11

東日本大震災発生
大地震が起き、大津波が
南三陸町を襲いました



その大津波は一瞬にして、南三陸町のまちの風景を海にのみこんでいきました

震災前 震災後

人口 １７，６６６人
戸数(住宅) ５，３６２戸
※平成２３年２月末時点

人口 １７，０６３人(▲６０３人)
戸数(住宅) ２，０４1戸(▲３，３２１戸)
※平成２３年３月末
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津波の高さ

大津波の高さは約15ｍあり、大きな建物もあっという間にのみこんでいきました

津波の高さ

約15ｍ
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大津波はたくさんの家やモノだけではなく、尊い「いのち」もたくさん海に
のみこんでいきました

死者 町民５７１名 行方不明者 町民２１１名
計 町民７８２名 ※町外者を含めると８３２名（死者６２０名・不明者２１２名）
(平成２８年９月３０日現在)

□ 人的被害(命の被害)

□ 物的被害(建物の被害)

住宅被害 ３，３２１戸※半壊以上
農地被害 約 ４６２ ｈａ（被災率３３％）
森林被害 約 １２ ｈａ
漁船被害 ２，０２２隻（被災率 ９４％）
※被災前の登録漁船隻数 ２，１５２隻
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南三陸町にたくさんあった宝物は、たった一日の間に
なくなってしまいました



でも、兵庫県のみなさんを
はじめ全国のみなさんの
応援のおかげで、南三陸の

人々は前を向いて
頑張ることができました



南三陸町の人々は、全国の応援に来てくれる方々と一緒に、新しいまちをつくるために
一生懸命頑張っています！！

志津川地区の将来イメージ

震災前

震災後 平成25年8月

平成28年2月
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まちをつくるためには、住むところが必要！新しい家がどんどんできています！！

平成28年7月には新しい場所がつくられ、新しい
家がたくさんできました。

◎一軒家 ◎復興住宅

南三陸町内全8地区で、全738戸数の住宅ができました！
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家の他にも、まちに必要なものがどんどんできてきました！！

新しい商店街や学校、
お魚を取り扱う魚市場、
そして大きな病院！！
安心して暮らして
いけるでちゅ～！！
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震災からＨ29.3.11で6年が経ち
ます。いろいろな施設ができてき
ていますが、まだまだ新しいまち
が完成するには、もっともっと時間
が必要です。みなさんの応援を無
駄にしないように、これからも一
生懸命頑張って、素敵なまちがで
きるようにしていきたいと思いま
す！！
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これからも
がんばるっちゅ～！



ここからは、南三陸の秋サケについて紹介するだこ！
南三陸町にはたくさんの秋サケが、約３～５年間かけて
世界中の海を旅した後、自分が生まれた海や川に帰って
くるだこ！そんな僕の海の友達の秋サケについて、学んで
みようだこ♪
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1.川に帰ってきて産卵するサケ

２.目が付いたサケの卵

３.卵から生まれた赤ちゃんサケ

４.川で成長する子どもサケ

５.海で旅をする大人サケ

６.同じ川に帰ってきたサケ

川で生まれたサケが世界中の海
をいっぱい旅しているなんて信
じられないっちゅ～。だからサ
ケは栄養満点なんだっちゅ～!!
サケは英語を話せるのかな～？
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秋サケは日本の北側でたくさん獲れる魚です。

9月から12月あたりの秋に獲れることから「秋サケ」と

呼ばれています。南三陸町のサケ類は町内で獲れる

水産物の約30％を占め、金額は約60％を占めている

町内でNO.1のお魚です。宮城県内でも南三陸町の秋サケ

の獲れる量は、なんと・・・NO.1になっています。
秋サケは南三陸町の宝物なんだね～！！

南三陸のNO.1のお魚こと
秋サケと申します。

南三陸町はとても良い町だから
帰ってきたくなるんだよね～!!

兵庫県のみんなもぜひ
遊びに来てね～♪
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南三陸町では、秋サケがいっぱい帰ってきてくれるように卵のときから海に旅立つ時まで、愛情をいっぱい
かけて育ててるんだっちゅ～♪イラストを見て、南三陸町の秋サケの成長の過程を学んでみようだっちゅ～！！

１．川に帰ってくる秋サケを、

あみや捕獲機によって捕まえま

す。時期は10～1２月あたりま

で捕まえます。

南三陸町内で放流事業を行っ
ている、サケ職人の２人。
南三陸町の大切な資源となる

秋サケを、毎日毎日
可愛がって育てています。
なんと、２人はサケと会話が
できると噂も．．．！？

２．捕まえた秋サケのメスから

卵を取り、オスの精子を卵にか

けて受精させます。こうするこ

とで、卵から赤ちゃんサケが生

まれます。

３．受精した卵は、ふ化槽の中

で、卵に目が付くまで、静かに

過ごします。

４．目が付くまでに約３０日か

かり、そこからふ化するまでに

約３０日くらいかかります。

５．卵からふ化後、約５０日あ

たりから赤ちゃんサケはエサを

食べるようになります。みんな

自分の子供たちのように愛情

いっぱいに育てます。

６．大きくなった子供のサケは

川に放流され、海での長い旅に

向け、力強く泳いでいきます。

そして約４年後に、とても大き

くなって帰ってきます。
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志津川湾水系さけます増殖協
会の職員さんたち
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南三陸町で一生懸命頑張っている
お魚屋さんのお兄さんたち

今回は、南三陸産の秋サケを学校給食でみんなに
食べてもらえると聞いて、大変うれしく思っています。
南三陸町は間もなく東日本大震災から６年が経とうと
しています。６年が経ち、何もなくなったまちですが、
兵庫県をはじめ全国のみなさんの応援のおかげで少し
ずつ、すばらしいまちに戻ってきています。まだまだ
復興は続きますが、学校給食での秋サケを通して、元
気になった南三陸町を知って欲しいと思います。

南三陸町の人々は、みんなの支援があったからこそ、
秋サケのように力強く泳ぐように前を向いて歩んで
これました。本当に感謝しています。
この南三陸町と兵庫県の絆は、これからも無くなるこ
とはなく、この先ずっとあるものだと思っています。
またおいしい秋サケを食べたくなったら、南三陸町に
食べに来てくださいね！！
みんなに会えるのを楽しみにしてるよ～♪
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ありがとう

オクトパス君


